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拠点概要 IMAT基盤技術研究所
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藻類研究エリア(IMAT)

実証研究エリア

基礎研究エリア

■ IMATは藻類研究エリアにて、広島県大崎上島大崎発電所構内において、「カーボンリサイクル実証拠点」の一つと
して微細藻類の産業応用に資する研究拠点の整備を主たる活動として実施しております。

長島（広島県）航空写真

IMAT基盤技術研究所 大崎上島拠点
 - 2022年4月開所

カーボンリサイクル実証拠点
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国内でのSAF製造可能量について(2050年予測)
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2050年時点での国内SAF需要をカバーするためには、
微細藻類由来SAFの製造が重要となる。

(出所) 運輸総合研究所｢我が国におけるSAFの普及促進に向けた
サプライチェーン全体の課題・解決策(報告)｣から引用

原料 製造技術 概算製造可能量(万kl/年)

廃棄物 ガス化・FT合成 424

廃食油 水素化処理 21

植物油脂 水素化処理 3.2

バイオマス糖 ATJ 2.3

木質バイオマス ガス化・FT合成・ATJ 347

CO2・水素
PtL

（逆シフト反応・FT合成）
514

微細藻類
触媒水熱分解・

水素化処理
N.A.

合計 ー 1,312

国内SAFの需要 2,300 万kl/年
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IMATは、日本国内の微細藻類事業者の意見/技術の集約の場として、
微細藻類の産業利用と関連技術の発展を推進します。

研究用テストベッドの整備標準化の推進 事業創出の支援

微細藻類技術に関する研究開発の標準手法
や規格の確立・規定、産業利用にむけた技術
基盤の整備、政策への提言を実施。

事業例
- 培養から抽出までの工程に関する基礎データ
の収集および分析

- CO₂フットプリント、TEA、EROI等の分析
- 会員の研究設備利用
- 会員の技術委員会への参加
- 会員への研究成果公開
- 会員の技術セミナー等参加

事業例
- 試験や分析/評価方法、単位表記の標準化
- バイオマス生産性等の各種標準参照値の取得
- モデルケース・シナリオの提案
- 各種目標数値、共通課題等の整理
- ロードマップの作成
- 政策や法整備への提言

事業例
- 産官学連携による研究開発
- 地域産業との連携
- 実務経験を通じた研究員の技術交流
- 各種産業分野・企業との交流会の開催
- ニュースレター等による業界情報の提供
 

微細藻類事業の共通実証基盤機能を有する
屋内研究設備を設置し、微細藻類事業者の
共通利益に資するオープンな研究開発を実施。

異なる分野の事業者を交えたイベントの開催
等による情報収集機会の提供を通じて、微
細藻類関連事業の創出を促進。

微細藻類産業の創出に向けた基盤整備の推進

米国ATP3テストベッドの事例を参考に、
日本国内のテストベッドを整備する

米国NRELやABOの事例を参考に、様々な機関・
研究者が得た各種研究成果の適切な比較を推進する

研究者や事業者の交流活性化を通じて、
共同研究や新規事業創出を推進する

IMATのミッションと役割
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IMAT基盤技術研究所 微細藻類の標準化のための拠点
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Cultivation

Design

Harvest

Drying

Extraction

Analysis

Standardization, Life Cycle Assessment
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IMAT基盤技術研究所のリソースについて

強み：標準化された培養設備
• 産業応用時の培養環境再現（世界初）
• 開放系での安全性評価（国内唯一）
• 安定したバイオマスの提供

培養

強み：バイオマスの成分分析技術
• バイオマスのポテンシャル評価が可能
• 微細藻類以外の分野にも活用可能

分析

強み：微細藻類の改変技術
• ゲノム編集、遺伝子組換え双方に対応
• ロングリード解析による培養環境把握
• LS1設備による事業性評価が可能

遺伝子

アセスメント

強み：CR技術の価値判断が可能
• ISOに基づいたLCA

• 工程シミュレーションの実施

強み：拠点を活用した企業・地域連携
• 人材育成、教育
• 設備の共用使用
• 地域活性化の連携

連携
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IMAT基盤技術研究所のリソースを活用した成果例

強み：標準化された培養設備
• 産業応用時の培養環境再現（世界初）
• 開放系での安全性評価（国内唯一）
• 安定したバイオマスの提供

培養

標準培養条件における生産性評価 開放系での安全性評価設備

微細藻類の技術の集約拠点として最大限活用
出来るように、有望な微細藻類のポテンシャルを
検証出来るような拠点として整えている。
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培養

強み：バイオマスの成分分析技術
• バイオマスのポテンシャル評価が可能
• 微細藻類以外の分野にも活用可能

分析

バイオマスのポテンシャル評価規格に基づいた分析手法の確立

最先端の分析装置が一通りそろっており、微細藻
類のみならずバイオマスプラスチックやガス類、微量
金属等の定量分析等分野を横断した活用が可能。
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IMAT基盤技術研究所のリソースを活用した成果例
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培養

強み：微細藻類の改変技術
• ゲノム編集、遺伝子組換え双方に対応
• ロングリード解析による培養環境把握
• LS1設備による事業性評価が可能

遺伝子

高性能かつ環境耐性の高い微細藻類を作出す
るための技術が集約されている。また、その産業
価値の検証を行うための設備群が揃っている。

ロングリード菌叢解析イメージ ゲノム編集株の開発事例
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IMAT基盤技術研究所のリソースを活用した成果例
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培養アセスメント

強み：CR技術の価値判断が可能
• ISOに基づいたLCA

• 工程シミュレーションの実施

微細藻類に限らず、先進的な技術に対する将
来価値を定量的に評価、解釈を行う体制が整
いつつある。

工程のLCA、TEA実績 工程シミュレーションによる検証
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IMAT基盤技術研究所のリソースを活用した成果例



強み：拠点を活用した企業・地域連携
• 人材育成、教育
• 設備の共用使用
• 地域活性化の連携

連携
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広島近郊の企業・大学との連携や大崎上島内
事業者との連携を積極的に進めている。

教育活動支援 地域連携例（養殖利用）
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IMAT基盤技術研究所のリソースを活用した成果例
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コンタミネーションの課題について

繊毛虫

Calatrava et al.  Plants 2023, 12, 788.

■ 屋外環境での培養では、微細藻類は様々な微生物と相互に関わりを持って生育を行っている。

カイアシ類

ゾウリムシ

微細藻類

捕食

Pseudomonas

Aspergillus

Yeast

Alternaria

Methylobacterium

Azotobactor

CO2 NH4
+

窒素固定

炭素固定

Glycerol, Auxin

NH4
+

Azolomycin F Nitorogen

Protegencin

その生育環境の把握は、培養を行う
上での安定化のためにも重要であり、
将来的には共培養等の生産性向上
のための情報を得る事が出来る。
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コンタミネーションの課題について

■ 微細藻類を開放系で培養を行うと、様々な外来生物に晒されることになる。ポンドクラッシュの多くは外来
生物のコンタミネーションによって引き起こされており、その生産コストの影響は非常に大きい。そのため、コンタミ
ネーションの抑制・リスク管理は非常に重要となり、国内外問わず多くの検討がなされている。

Carney et al. Algal Research 17 (2016) 341–347

最小販売価格の変化（$/t-藻、ベースライン：$491/t）

平均生産性,g/m2/d（40:25:15）

組成＋生産性,g/m2/d（HPSD@35:HCSD@25:HLSD＠15）

漏れの抑制（その土地の粘土：完全ライナー）
CO2価格,$/t（$0:$45:$100）
総合脱水効率（99.9%:90%）

培養面積,エーカー（10,000:5,000:1,000）
バイオマス組成（HCSD:HPSD）

Conceptual Basis and Techno Economic Modeling for Integrated Algal 
Biorefinery Conversion of Microalgae to Fuels and Products
（NREL,2019)

コストへの影響の大きい要素は生産性に関するも
のが上位を占めており、安定生産は産業化の課
題解決事項として最重要事項の１つ。

微細藻類を単独で培養した際、
その外来生物のコンタミネーションは顕
著に生産性に効いている。
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